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統
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し
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•を
擧
げ
る
ど
”と
が
出
來

.

.ル
ド
ヴ
ィ
ツ
チ
の「

商
人
大
學
，•は
最
初
.の
-J
i
l
l論
的
研
究
書
.と
.稱
さ
れV

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
商
業
經
營
學
と
し
て
め
意
味
に
於
て
^
あ 

,
る
。
同
書
は
商
業
に
關
す
る
辭
典.で
は
あ
る
け
れ.：ど
も
、
そ
の
附
錄
，に
商
業
學
の
體
系
に
關
す
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
卽

ち
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あ
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業
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九一

ニ)
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Hauptwissenschaften 

の
體
系
は(

1
)
w
a
a
r
s
k
s
d
e

 (
2
) 

H
a
n
d
l
ungswiss

A.Ilscbaf t (. 3

レ Budihalten 

で
あ
り
、
そ
こ
で
皮 

は「
商
業
學
は
商
業
を
正
當
.に
經
營
す
る
擧
で
.あ
る
：3と
規
定
し
て
ゐ
る
0
. 

:

■

' 

.以
上
の
如
き
力
.ス
ラ
學
に
於
け
る
商
業
論
は
、

J
.
M
.

 

Leuch: ,, 

_
v
o
l
l
s

sr
:
n
d.̂
*
e Ha

a
a
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,

 

oder 

S
y
s
t
e
m

 

des 

nandels.s. 

100
0
.
4
.
に
至
つ
.て
一
應
の
完
成
が
み
ら
れ
た
。
，ロ.イ
ク
ス
は
カ
メ
.ラ

-9
ス
'
.ト
商
桊
學
の7 1

.點
に
立
つ
_も

の
.で

.あ

る

と

同

時

に
.、
そ
の
終
焉
の
菽
點
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
著

「

商
業
學
大
全」

に
於
て
、
商
業
學
は
三
つ
に
區
分
せ
ら
れ.た
。
3
 

rliche Handels

'siisscaschaic (2.) 

Staats

cra
n

:s*ls.wisse5c

:g*
f
t

 (
3
〕

ffiandelskunde 

が
こ
汴
で
あ
る
？
 

w
«:
.
^
の̂
經
營
に
^

.ナ

る

も

の.で
あ
ク
.て
、.：交
換
用
具
論
'.
-
*
.
儕
値
決
定
論
、.
.商
業
論
、.
.事

務

管

理

論

、
，
見

込

論

等

ょ

办

な

る

0
(2
)
は

.
一

般

的

な

商

業

に

闕

す
 

る
知
識
.で
•奮

，
商
法
、
交
通
機
關
、.商
業
保
護
助
成
機
關
等.の

說

繁

與

へ

ら

れ

セ

、
ゐ

‘る
0
更
に
(3
)
は
商
品
誌
、.商
業
地
理
1
_商
業 

史
等
を
綜
合
し
.た
も
の
.で
：か
る
o >

イ
ク
ス
の
商
業
論
は
、
そ.
■Q(3
>
商
業
論
は
別
と
し
齓
篆
學
の

3
0:1

大
部
pi
は
、
ぞ
の
後
に 

於
け
を
商
業
論
の
發
展
亡.と
づ
._て
、
極
め
.て
意
_
深
き
も
<0
.が
.あ
る
。
.. 

.

-

、

•*
.a

イ
ク
.ス
以
後
、
十
九
佌
紀
末
葉
に
至
る
迄
、
ド
イ
ツ
.を
中
心
と
し
た
ヨ
ー.ロ
ッ
パ
に
於
け
，る
商
業
學.の
研
究
は
，
商
業
に
關
す
る 

一
般
的
知
識
が
、
極
め
て
低
調
な
ま\
.
僅
か
乍
ら
に
そ
の
命
脈
を
保
ち
、
.所
謂
實
務
學CKOntorwissenschaft.

)
：

と
稱
せ
ら
れ
る 

迄
に
衰
退
し
た
。wilsch 

,, Theoretisch-praktische 

D
p
r
s
t
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n
g
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e
r
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a
n
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u
n
g
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n
n
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i
g
s

 G
e
s
c
h
a
f
t
e
n
'

1
7
9
2
.

は
そ
.のv

代
表
御
な
冬
の
で
あ
る
。
そ.のC

容
を
褐
げ
.て
.み
れ
ば
.貨
幣
、
銀
行
利
子
、
猫
信
用
、
手
形
、
外
國
爲
替
、
商
品
、
商
品 

賫
賀
、
度
量
衡
•
•
.値
格
決
觉
、.各
種
商
業
：
#
社
海
蓮
業
、
保
險
、
胄
險
貸
借
、
仲
介
業"
簿
記
、
破
*
、

商

業

政

策

等

。

極

め

.■
て

廣

汎
に一

且
る
知
識
‘の
羅
舛
で
あ
る
。

，
 

：
■

.か
く
し
て
商
業
學
が
、
體
系5:
,紙
い
た
も
.の
.に
移
り
行
く
と
”と
、
な
つ
た
、
ビ
ッ.シ
•ユ
に
次
い
_で
顯
は
れ
た
1
.
1
三
の
著
作
を
擧
げ
れ 
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Krii
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s
o
c
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泛
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.1
1
1
3
1
1
1
1

^
1
8
2
.0
等
で
あ
る
0

■:
斯
か
.る
商
業
知
識
的
な
商
業
論
は
、.存
續
し
て
今
日
奮.で
.至
つ
て
ゐ
る
0
例

へ
ば
>

A
d
l
e
r

 Leitfadeii fur. d
e
n
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n
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u
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t
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亂
密
ド
ィ
ツ
.に
於
てH

a
n
d
e
l
s
n
c
h
a
f
t

と
呼
ば
れ
各
場
合
、
’.凡
ね
商
事
要
項
的
な
極
め
て
程
度
の
低
い
も
の
を
指
す
の
で
あ 

る
。
吾
國
で
も
商.業
衢
論
乃
至
前
業
通
論
と
題
し
て
柯
行
さ
れ
て.ゐ
.る
^:
の
は
、
凡
ね
商
業
知
識
の
雜
然
た
る
集
合
に..過
ぎ
な
い
。

ニ
.
.
經
營
經
濟
學
と
商
業
學

カ
メ
ラ
.學
の
終
焉
に
次
い
で
、
商
業
學
の
衰
退
が
續
い
た
。
然
る
に
十
九
世
紀
末
葉
に
至
る
や
"

y
ィ
ツ
の
各
地
に
商
科
大
學
が
創 

設
せ
ら
れ
て
V
商
業
學
芯
對
す
る
要
求
が
再
び
强
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
商
業
硏
究
に
於
げ
る一

つ
の
流 

れ
が
、
.此
處
に
萍
歉
し
て
、
商
業
經
營
學
と
一

K

ふ
形
で
登
場
し
た
。
十
九
世
紀
後
半
そ
の
先
驅
的
著
作
と
し
て
、
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Y

の
1
試
詭
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三
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(

九
一
四)

，

1
00
6
9
.等
が
顯
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

1

九
i
〇
年
代
、
商
業
經
營
學
に
關
す
る
著
名
な
る
勞
作
が
殆
ん
ど
時
を
接
‘

し
て
公
种
さ
れ
た
。
卽
ち、
•
 

. 

. 

'■•
.
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.
•

■■
:

■■
■
:
•■
.
;
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,
■
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H
&
a
u
e
r

 „ Syste 

日

 deri.welthanidelsiehfe.: 

1910.

s
c
h
F
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A
utt
q
e 日eine 

H
a
n
d
d
^
e
t
r
i
e
b
s
l
e
h
r
e
'
I
.

w.
d
. 1911. 

:
:

.Nicklisch 

,, A
U
g
e

日 eine kaiuf8

p:Imische,Bet

H.i
e
bsl

.̂reaJS privatwirtschaftsjebre. des Handels, 

s
. 

Bd. 

I. 

1.912， 

へ.，テ
ゥ
.ェ
ル
の
ト
#
は
、
そ
(7
>
題
名
に
も
枸
.ら
ず
、

一
つ
の
商
業
經
營
學
的
硏
究
の
線
に
沿
つ
た
も
の
で
あ
り
、
少
く
之
も
商
乘
の 

個
別
經
濟
的
硏
究
と
稱
レ
得
る.と
思
ふ
。
即
ち
白.く
、「

做
界
商
業
學
は
商
品
賫
買
を
自
己
の
對
象
と
し
て
荷
す
る
^
の
で
あ
り
、
單
獨 

經
濟
の
私
經
濟
者
活
動
と
し
.て<7>
.

商
業
を
取
，扱
ふ
"
之
に
對
し
て
國
民
經
濟
學
が
商
業
を
考
察
す
る
場
合
に
株

•
一
國
内
の
讓
濟
軍 

&

の
交
瓦
作
用
が
中
心
と
な
る
。

」

9
. a. 

o
. 

S
.
13-14.)

後
世
、
經
營
學
が
そ6
構
成
分
子
ど
1>
て
内
部
的
.硏
究
と
共
に
外
部
的
硏 

究
を
も
要
求
し
、
：こ
れ
を
交
通
學
く
线
片&
这
客
这
と
鄭
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
へ
ラ
ゥ
エ
；ル
.•の
そ
れ
は
、
そ
の
最
も
光
彩
あ
る
も.
 

の
で
あ
る
。
マ
ィ
ヤ
ー
に
依
れ
ば"
經
營
歡
濟
學
の
諸
學
若
間
に
あ
つ
て
、
二
十
年
來
交
通
論
の
第

r

人
者
で
あ
り
、
又
畏
い
間
そ
の 

唯
一
人
で
あ
り
、
從
來
殆
ん
ど
法
律
學
者
又
は
國
民
經
濟
學
者
の
み
に
.委
ね
ら
れ
.て
ゐ
た
交
掘
論
を
體
系
づ
け
基
礎
づ
け
た
人
で.あ
る
。
，
 

(zeitschrifc fiir Betriebwirtschaftslehre, 

1
9
3
r
F
.
e
b
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s
,

I
S
O
.勿
論
十
九
世
紀
に
至
る
造
、
こ
れ
を
經
營
經
濟
學
史
と
し
て

考
察
す
る
な
ら
ば
、
ヵ
メ
ラ
學
派
に
於
け
る
中
心
問
題
は
經
營
の
外
部
的
問
題
の
硏
究
で
あ

^
'、
交
通
論
で
あ
つ
た
。
然
る
に
ニ
十
世

•
 

•

紀
以
後
の
經
齋
學
の
發
展
は
、
主
と
し
て
經
營
の
内
部
權
造
及
内
部
活
動
の
考
察
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
り
、
交
通
論
は
そ
の
硏
究

のM

外
に
殽
か
れ
る
に•至
つ
た
。
そ
♦の
意
味
で
へ
ラ
ゥ
工
ル
の
紫#
は
極
め
，v
m
要
な
る
文
献
で
あ
る
。

.
.
.

’
.

然
ら
ば
へ
ラ
.-V H

ル
の
’
世
界
商
業
學j

は
如
何
な
る
内
容
を
盛
つ
，た
も
の
.で
あ
ら
ぅ
か
同

#

は
三
編
に
分
.れ

、C
ー
し
國
際
摘
業
の 

發
逮
條
件
I
商
人
，
國
際
競
郇
、
.交
通
個
係
、
.贸
叛
政
策
•
輸

.-
A
國
の
辦
要
•
*

の
購
質
力
、
法
律
關
係
*
肋
成
機
-M
o (
一.

1
)'

世
.界
商 

業
の
.紺
織
丨
自
己
營
業
響
*
問
屋
代
理
瓶
、
■仲
立
人
V
輸
出
國
及
び
輸
人
國
の
谪
業
猢
織
フ
市
場
、
競
寶
入
札
*
取
引
所
。.、

(：

三)
取
引 

の
締
結
。(

做
ほ(

.四)

取
W

の
實
行
、
0
五
.

)

價
格
論
の
ニ
編
が
第
ニ
部
上
し
て
約
來
さ
れ
.て
ゐ
る
。〕

.

.

. 

.

而
し
て
fi
l
l題
は
之
等
の
现
象
を
省
察
す
る
場
合
に
於
け
る
へ
ラ
ゥ
エル

..

の
硏
究
態
度
で
あ
る
。
旧.く
.「

世
枞
商
業
論
.^
询
品
賣
買
.；
 

を
そ
れ
商
ら
の
對
象.と
し
て
觀
察
す
る
も
の
で
あ
り
、.こ
れ
を
.國
我
經
腐
め
權
成
部
分
と
し•て
觀
察
す
る
の.
_で.诚
な
い
o
- •國
段
經
濟
土 

. 

の
一
機
能
と
し
て.の
.

で
は
な
く 

J 

•
經
：濟
犁
位
•め
私
經
辨
的
活
動.上
し
.て
の
商
業
に
關
心
す
るO
J
?a. 

0
. 

S
.

00
-
9
0
.
斯
か
.石
方
.
. 

法
論
的
立
場
5
確
*
.は
極
.め
て
.迸
耍
で
あ
.る
士
考
へ
ら
れ
：る
。•他
の
機
會
に
筆
者
自
.设
の
商
業
學
に
對
す
る
方
法
論
的
立
場
を
展
開
す 

る
序
立
と
し
て
-
次
の
琪
を
指
姻
し
て
お
こ
ぅ'0」

先

づ

，
第

一

に
*
彼
以
前
の
商
業
學
が
私
經
濟
的
活
動
と
し
て
の
商
業
.を
考
察
し
、
.そ
れ
を
.生
觀
的
に
：採
り
土
げ
.て
如
何
に
商
業
を
經
.
.
. 

營
す
'ベ
き^

:

と
云
ふ
金
諸
け
の
術
；Kunstl̂

hl;

ft-
d
e
s

 

G
€
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乃
至
營
利
の
#
 

s

s 

y
o
s
t
m
a
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h
e
r
e
i

 

.と
し
て
考
察
し
灰
こ

と
を
排
^J

 
た
點
で
.あ
る
。：パ

.,

..

笫
ご
に
•は
、：
後
述
ず
：る
如
ぐ
被
以
後
に
於.て
.國
尻
經
濟
學
の
：影
響
の.た
め
に
、.商
業
學
は
商
業
の
國
民
經
濟
的*
能
.と
し
て

の
.考
察 

に
闷
つ
：
た
ル
で
あ
る

.が
、
#

は
意
識
し
て
そ
の
谯
度
を
も
否.定

し

、
、
私

經

濟

活

働

と

し

：
て

'
?補
業
を
取
扱
つ
た
點
で
あ.る
。
：
.

.
V 
.

S

的
怖
議
.へ
：のI

試

論

，
.
ノ

 

三

五

.

(

九I

五)

.

.



, 

:
规
論
的
商
業
學
へ
の

i

試

論

. 

三
六
.

.
S
 

V
六)

.要
す
る
に
彼
は
商
業
女

一

.
0の
私
經
濟
的
活
動
と
し
て
、.然
も
そ
れ
.を
客
觀
的
に
考
察
し•た
。
筆
者
は
商
業
の
社
會
經
濟
的
硏
究
の

邮
提
と
し
て
-..•..

私
の
如
き
見
地
：か
ら
す
る
商
業
に
：個
別
經
濟
的
硏
究
の

：

重
要
性
を
強
調
し
允s
o 

,

.次
：に
シ
エ
ア.
1
の
，

「

商
業
經
營
學J

で
あ
る
。
同
書
は
五
二
七
頁
に
一
旦
る
尨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
客
を
略
述
し
て
み
よ
ぅ
。

第1

部
で
は
先
づ
：商*
1
.特
に
商
業
經
營
學
の
成
立
と
そ‘の
領
域
を
說
明
す
る,?
第
ニ
部
で
は
そ
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
商
業
の
本
質

:

.

、
 

と
概
叙
を
論
じ〜

第
三
部
に
移
ク
て
そ
れ
か
ら
商
業
經
營
ぬ
原
理
を
柚
出
す
る
ゾ
第
四
部
で
は
商
業
の
國
民
經
濟
的
原
則
と
私
經
濟
的

» 

*

原
則
と
の
關
係
を
中
心
に
’
齋
賈
ノ
經
營
の
一
般
原
則
等
を
取
扱
ひ
、
第
五
部
で
生
靡
と
消
費
、
.商
業
と
交
易
に
於
け
る
發
展
傾
问
と 

.
亂
聯
し
て
.商
業
經
營
を
取
扱
ひ
、
特
に
直
接
賣
買
、
大
小
經
營
.、
•競

.#
、
.合
同
、
先
物
寶
買
ノ
景
氣
等
を
論
じ％
:
、
.
- 

.

シ
エ
ア
ー
の
商
崔
硏
究
に
於
け
る
基
本
的
立
場
は
商
_
か
ら
の
#
利
性
の
排
除
で
龙
る
。
その

#
果

、

商

業

現

象

か

ら

.^
潤

原

則

を 

.

斥
け
、
商
業
ぬ
先
づ
國
民
經
濟
の
一
機
能
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

.と
沄
ふ
。m

く「

商
業
と
は
合
目
的
性
と
經
濟
性
と 

の
原
理
に
從
つ
て
組
織
さ
れ
た
两
の
各
經
濟
單
位
間
の
貨
物
交
換
で
あ
.る
0
し
9

供.
0
.
.
5
.
5
5
0

、斯
く
の
如
.く
彼
は
商
業
を
社
會
經 

濟
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
そ
れ
か
ら
商
業
經
營
に

.關
す
る
原
理
と
指
導
原
則
と
を
引
出
す
こ
と
に
あ
り
、

 

* 

ぞ
.の
，意
味
で
商
業
經
營
學
的
硏
究
為
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
此
等
は
極
め
ズ
凝
間
多
き
點
で
あ
り
、
デ
ィ
ー
ル
，の
評
言
を
借
り
■る
な
ら 

ば
、「

此
書
は
國
民
經
濟
的
見
地
と.私
經
濟
的
見
地
：と
混
淆
し
て
ゐ
る
か
ら
、銃

一

的
な
性
質
を
欠
：

S.

て
ゐ
る
。
各
部
分
は
大
に
有
益
且

•
. 

V

つ
_

的
で
省
る
け
れ
ど
も
，
國
民
經
濟
學
者
も
、
私
經
濟
學
，者
も
共
に
ヒ
れ
に
賛
成
し
な
い

9」
(

穴
.D

i
e
E
,, Theoretische, N

a
-

n
o
n
a
f
o
n
o
m

-fo
*
:

I

,
 s. 

11ナ
.>猶

ふ
杖
商
業
學
方
法
論
の
硏
究
に
際
し
て
、
シ
.H

ア
1
の
著
書
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
.も
の

: 

-

.

• 

.

.■■
■-
.
.
. 

• 

■

V 

ソ
 v 

. ■ 

• 

•
.

で
あ
ら
ぅ
か
-
彼
に
つ
い
て
は
ノ
筆
者
は
次
の
と
と
を
指
摘
し
た
い
.

..
°
.

先
づ
彼
が
從
來
の
商
業
學
が
個
別
經
濟
的
硏
究
に
限
ら
れ
.て
ゐ
た
こ
と
よ
り
脫
し
て
、
そ
の
社
會
經
濟
學
的
硏
究
へ
注
目
し
た
こ
と 

に
對
し
て
そ
の
功
績
を
認
め
る0 

,

併
し
乍
ら
、
そ
の
社
會
經
濟
的
硏
究
へ
の
傾
向
に
噍
枸
ら
ず
-
そ
れ
か
ら
苒
び
經
營
原
則
を
柚
出
し
*
如
何
に
餵
營
す
る
か
と
云
ふ 

主
觀
的
立
場
に
舞
戾
つ
た
點
に
欠
陷
を
見
出
す。
.
.
.
,
.

.

•

:

 

，
 

更
に
よ
り
进
大
な
誤
謬
は
、
彼
が
商
業
の
社
會
經
濟
的
研
究
へ
の
傾
阿
が
急
な
る
余
り
、

.
商
業
.の
.營
利
性
を
否
定
し.て
，
、
_
國

民

經

濟
 

的
機
能
を
蜇
要
視
し
た
こ
と
に
あ
る。. 

‘
.

广
ラ
ゥ
ヱ
ル
、
.シ
エ
ア
ー
に
次
い
で
二
ッ
ク
リ
シ

ユ
の「

一
般
商
事
經
營
學」

が
刊
行
さ
れ
た
O
J

同
書
は
經
營
學
の
概
念
及
び
文
献
批 

評
に
筆
を
起
し
、
經
營
學
の

I

般
經
濟
的
蕋
礎
、企
業
、
資
本.と
財
靡
、
貸
借
餘
照
表
、
寶
上
、
利
潤
、
費
用
、
損
失
、
財
產
組
織
と
し 

て
の
企
業
組
織
、
企
業.の
收
益
率
と
安
金
性
、
簿
記
及
統
計
等
を
論
じ.た
も
の
.で
あ
る
。
と.れ
.に
依
.つ
.て
み
.，て
.も
-
{
>ク
.
9シ
-
の
箸 

は
、
前
ニ
#
の
そ
.れ
と
極
め
て
.對
m
的
な
も
の
.で
あ
る
こ
と
が
了
解
し
得
よ
ぅ
。
ザ
イ
フ

H

ル
ト
も
ーK

へ
る
如
く
、
彼
の
經
營
學
は
.經 

營
經
濟
學
の
新
發
展
に
對
し
て
最
大
な
る
特
色
と
價
値
を
有
す
る
勞
作
で
あ
る
。

」

.(H.§
dw

o:rterbuch fder , Eet.riebs

-lrtschaft. 

.1926 

ff. VOL. L

 

5r.l2i6,)

被
は
前
述
せ
る
如
く
、
經
營
學
を
内
部
の
問
題.と
外
部
の
問
題
と
に
厲
分
し
た
が
、.务

_
の

硏

究

の

主

カ 

は
主
と
し
て
爾
者
、

一
般
經
營'.
o
內
部
耩
造
の
.分
析
に
向
け
、
彼
以
後
に
於
け
る
經
營
學
發
霞
の
大
勢
を
支
配
し
：た

.め

.で
あ
_る
-;
0
後
者 

■̂
ち
^

^
論
^
分
右
が
少
な
き
限
り.商
業
第
に
對
す
る
貢
献
は.少
な
い
も
の
と
.云
は
な
け
れ
ば
な
ら
なX
O
V 

.
»■.

•

现
論
的
满
業
學
へ
の
一
試
諭
, 

三

し

(.£
?  

1L-
V



11
ッ
.ク
リ
ッ
't

を
轉
期
と
し
‘て
、-商
業
學
は
經
營
經
濟
學.と
袂
を
分
つ
に
至.つ
，た
0
6|
1
ち
«
«
0

*
學
は
先
づ
商
業
經
營
學
と
し 

て
誕
生
し
た
け
れ
ど
も
、

：

商
業
資
本
主
義
ょ
り
能
業
資
本
主
義
へ
の
移
行
を
そ
の
時
代
的
背
景
と
し
て
ノ
そ
の
對
象
を
商
業
經
營
ょ
り 

H

業
經
營
を
中
心
と
す
る
經
鸷
.一
般
に^
で
搬
張
し
た
。
從
づ
て
商
業
經
.營
學
は
寧
•ろ
.雜
營
學
め
.I

部
l*
*
]と

：故

る

に

•

.

だ

の

で

あ

る

o 

.

然
も
前
述
せ
る
如
く
經
營
學
の
中
心
問
題
は
經
營
の
内
部
稱
造
に
求
め
ち
れ
、
商
業
學
と
の
交
涉
は
極

•め
.て
薄
い
も
の
.と
な
.つ
た
。

•!
»
:界
大
戰
に
依
つ
て
經
營
學
の
硏
究
は
一.時
中
筢
さ
れ
V
. 0
に
-休
載
と
共
にg

び
盛
ん
に
な
り
、••今
H
M.
:

る

が

如

身

齊

紘

澈

學

の
 

.成
立
を
み
る
.に
至
つ
た
の
.で
あ
る
？
そ
の
間
に
あ
つ
て
、
商
業
學
の
硏
究
に
と
つ
て
重
要
尨
も
.の
と
し
て
次
の.一
湛
を
祸
げ
て
お
ぐ
。

F
t、Wa

l
b

 ,, Die 

片 au
f
m

p:nnische 
Betriebswirtschaftslebrev( 

1922.

そ
の
内
稃
は
經
營
經
濟
學
の
發
達
と
典
の
問
題
、
簿
記
と
貸
借
對
照
.表
、
信
泔
及
び
变
拂
襄
迎
.、
..資
.本
交
通
、
.商
品
交
通
，
貨
物
遝 

送
、
.商
業
交
通
の
計
算
的
遨
礎
、
度
量
衡
等
で
あ
る
。
本
書
を
敢
へ
て
擧
げ
た
理
由
は
、
そ
の1

2

次
に
て
も
知
り
得
る
如
ぐ
、
>7H
と
し 

て
經
營
の
外
部
的
問
題
を
取
扱
つ
.て
ゐ
る
點
で
あ
る
。
前
述
せ
る
如
く
商
業
學
に
於
て
商
業
の
社
會
經
濟
的
硏
究
の
前
提
と
し
て
そ
の 

.個
別
經
濟
的
硏
究
が
必
要
で
あ
り
、
に
も
拘
ら
ず
經
營
經
濟
的
交
通
論
の
文
献
少
な
き
と
き
、本
#
は
極
め
て
罾
雜
深
き
も
の
で
あ
る
。

.

.

三
、
國
拔
經
濟
學
と
商
業
學
 

. 

. 

.
:
.
,
-.
.'
,;:
:
v
:
,
,
.
.
;
-
.
v
,

V 

•十
九
世
紀
に
於
け
る
私
經
濟
學
硏
究
の
亵
返
は
、
國
段
經
濟
學
の
禮
頭
に
稆
應
す
る

0

國

说

經

濟

學

、
の

成

立

と

發

展

は

:i
i
:
ハ
の
後
の 

,

商
業
學
に
對
し
て
少
か
ら
ざ
る
影
響
を
與
へ
た
。

.

：

 

.

.
く

.

.
'
:
'
:

广
.
.
.
.
：

'ゝ 

.

前
述
•せ
る
如
く
力
メ
ラ
リ
ス
ト
の
商
業
論
は
，
商
業

^
如
何
に
經
營
す
る
か
と

1K 

■ふ
實
踐
的
要
求
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
所

謂

c:
d
e
n 

FroJ&tmacherei.

と
し
て
、
何
等
'の
反
将
も
な
く
硏
究
が
續
け
ち
れ
た0
,藍
：し
資
本
、̂
；

i

經
濟
の
勃
興
期
に
は
、
.私
經
濟
的 

利
猫
の
增
進
は
同
時
に
酹
民
經
濟
的
利
益
の
增
加
で
あ
る
と
一
友
ふ
觅
解
が
、
.何
等
の
疑
も
な
く
支
持
さ
れ
得
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で 

あ
る
。
然
る
に
資
本
主
義
經
濟
の
發
展
に
伴
っ
て
、
.漸
く
暗
黑
面
，も
顯
は
れ
、.ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
.の
、

「

見
え
ざ
る
手」
に
ょ
る
調
和
は
約 

來
さ
れ
な
く
な
っ
だ
。
か
く
し
て
私
經
濟
的
利
益
七
國
民
經
濟
的
利
益
.と
の
矛
盾
が
問
題
と
な.る
。
そ
の
結
搌
從
來
の
私
經
齋
學
に
對 

，
し
て
國
民
經
濟
學
ょ
り
の
非
難
が
行
は
れ
る
と
共
に
、
そ
の
自
己
反
猎
が
始
ま
っ

.た
。

.

ブ
レ
シ

タ
ノ
ー
の
^
經
濟
學
に
對
す
る
否
認
は
、
人
の
ょ
く
知
る
所
で
あ
る
。(Brentano ,, Privatwirtschaftslehre u

n
d

 yolk- 

swirtschaftslehrei 

w

p

l

i

.

1
.
1
0
.
1
9
i
2
.
}

彼
は
私
經
濟
學
が
特
殊
の
企
業
家
の
利
益
，を
代
表
し
、
主
張
す
る
も
の
で
あ
る 

と
の
前
提
の
下
に
、
之
を
否
宠
す
る
。.次
い
でH

1
レ
ン
べ
ル
ヒ
も
亦
私
經
濟
學
が
營
利
的
企
業
の
立
場
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
と
れ
を
相
否
し
た。(

Ehlenberg ,, Keine, 

privatvyirtschaftsrhr

ft'

-'r
、
B
.
1
5
.
1
1
.
1
9
1
2
.
)

\ 

%
 

'

斯
か
る
國
民
經
濟
學
者
の.非
難
を
轉
期
と
し
て
、
私
經
濟
擧
者
の
側
，に
あ
っ
て
も
、
：
そ
の
方
•法
論
的
反
错
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の 

で
あ
る
。.
私
經
濟
學
のB：

建
は
，*
從
來
の
營
利
の
術
た
る
と
と.加
ら
脫
す
る
た
め
に
、
次‘の
ニ
っ
の
方
问
に
進
ん
だ
。

,
一
っ
は
從
來
の
營
利
性
乃
茧
收
益
性
を
棑
除
す
る
た
め
に
ハ
經
濟
性
乃
至
共

^

_

吣̂
坐
畠
ヵ
.の
如
き
、
國
民
經
濟
的
な
利
益.

E

標 

を
設
宛
し
て
•こ
れ
に
代
位
す
る
ヒ.と
に
依
っ
て
、
私
經
濟
學
を
诃
建
せ
ん
と
す
る
試
み
で
^
-る
。
前
述
せ
る
シ
チ
ア
ー

.の「

is
j
il
經
營 

學 J 

を
始
め
と
し
て
、L

e
h
m
a
n
n

 ,, Allge 

日

 eine 
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等
が
と
れ
に
屬
す
る•
.;

现
論
的
商
業
學
へ
©
一

 

試

論
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丨

理

霞

震

3

.

i

s

. 

. 

■ 

. 

w
o 

i

o

)

：

他

の

，
一
：
つ

は

茬

を

譜

科

學

妄

修

I

f

 
§
つ
.

て
^

營

利の
I

經

濟

學

に

於

け

る

マ

ク

ス

•
.
ゥ
r

ハ
フ
.

ソ
ン
ハル

..

ト
等
の
價
値
判
斷
論
爭
に
刺
軟
さ
れ
、
經
營
學
も
そ
れ
が
學
問
の
科
學 

性

を
蠢

す

る
S

に
は
慣
値
評
償
か
ら
の
自
由
が
必
要
な
：る
旨
を
强
調
す
S

で
あ

る

。
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K

l
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2
.

の

如

•

右

？
.と

は

私

經

濟

學

土

の

交

渉

深

き

.
商

業

擧
に
關
し
て
も
云
ひ
J#
る
の
で
l

o
而
し
て
商
業
學
に
於
け
る
方
法
論
的
反
省
は
極

め
て
貧
弱
マ
|

。
|

蒙
乃
至
經
營
經
濟
學
.に
於
てす
ら
、
そ
Q

I

論
的
硏
I

甚

茱

備
I

も
の
H

、
更

に

商

業

 

學
に
.至
，つ’
.て.は
‘一.層
甚
し
い
P

-

. 

. 

.

經

霜

濟
f

 

I

て
は
-
前
述
せ
る
ダ
ァ
ィ
丁マ
ン
、
•

シ
H

i

.

ッ
：ッ
の
如
くこ
れ
を
理
論
I

に
ま
S

揚
せ
ん
と
す
鼻 

力
が
行
は
れ
た
の
でt

け

れ

ど

も

、

商

業

、

の

分

野

に

於

け

る

斯

か

義

み

は

今

日

璧

I

み
ら
れ
な
い

5

1

。

そ

の

意

味

 

か
ら
し
て
も
、
裏
學
の
吟
味
と2

的

爵

學
..の
建
設
へ
の
努
力
は
、
吾
>
に課
せ
ら
れ
臺

要
な
I

で
あ
る
と
信
ず
る
。

然
ら
ば
國
民
經
濟
學Q

影
響
の
下
に
、

.

.商
業
學
は
如
何
に
雲
せし
め
ら
れ
た
で
あ
ら
ぅ
か
。
.

私
經
濟
學
r

於
て
、
集
の
營
利
性 

が

重

さ

れ

、
經
濟
性
乃
至
共
同
唐力
等
の
如
き
一
免e

社
會
經
濟
的
理
想
を
以
て
代
位
せし
め
ら
れ
た
と
词
椽
に
ノ
商
業
學
に

あ

 

つ
て
.
は
商
業
の
營
利
性
に
.

代
へ
.

て
そ
の
社
會
經
濟
的
機
能
を
措
定
し
、
重
要
視
す
る
。

.

前
述
せ
る
t

ア
丨
の
，
商

業

經

翼」

は
、
腐
業
學
說
史
上
に
於
て
も
そ
の袤
で

重

要

で

I

。
彼
に
依
れ
ば
、••資
本

主

義

社

き

で
は
凡
ゆ
る
^
業
が
營
利
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
營
利
を
商
業
の
本
質
と
す
る

.商
業
概
念
.は
廣
き
に
過
ぎ
又
商
業
は
營
利
を

• 

SI

的
と
す
る
商
人
の
み
に
依
つ
て
行
は
れ
る
の
で
は
な
ぐ
*
營
利
を
目
的
と
せ
ざ
る
消
費
組
合
や
國
家
機
關
に
ょ
つ
て
も
行
は
れ
る
か 

ら
、.そ
の
意
味
•で
は
營
利
を
本
質
と
み
る
商
業
概
念
は
狭
き
に
過
ぎ
る
と
一

K

ふ

,0 

か
く
し
て
商
業
の
本
質
を
社
會
經
濟
的
機
能
に
見
出
さ
ん
と

.

す
る
思
潮
が
支
配
的
と
な.る
に
至
つ
た
。
例
へ
ば
、

.Mllrenberg 

: De
r

-ffiandel, 

w
e
i
n
(l
>
豸
fci*tschaftlich

«>wgaeutung, s
e
i
s

 naticnalen 

F
a
c
h
t
s 

u
D
d 

seine Verhkltnis z
u
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1897. 

,, nimdelspolitik、

1
9
0
0
.

• 

. 

/
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. 

• 

• 

v

w
u
n.8
1,,D

e
r

tn
a
n
d'<
t
>
l 

k 

1900.

G
r
u
n
z
e
l
,,S

y
s
t
e
m

D-
e
r Handelspolitik、
* 

2
. 

A

u

p1
9
0
6.

R- 

V. 

d. 

Borght ,,

ffi
a
n
d
e
r
u
n
d

 

Handelspolitik'* 

1907.

Hii-sch 

,, D
e
r

 

M
-a
e
m
e

-HandeL: 

2. 

A
u
f
.

 

1925. 

•

然
ら
ば
右
の
諸
著
書
に
於
て̂
商
業
の
社
會
經
濟
的
機
能
の
内
容.は
、
如
何
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
今
そ
の
二
三
を
示

!

.

.

.

 

. 

. 

.

.
 

.
.•
'

■

■. 

,

.

•

. 

.

.

:

,

.

.

前
述
せ
る
シ
*
ァ
！
に
依
れ
ば
、「

商
業
は
合
目
的
性
並
び
に
經
濟
性
の
原
理.に
從
つ
.て
組
織
さ
れ
た
世
界
經
濟
を
構
成
す
.る
單
位
' 

,相
互
間
の
財
貨
交
換
で
ぁ
つて
、
他
人
の
需
要
の
た
め
に
生
產
さ.れ
た
財
貨
.の
所
有
.權
の
移
轉(

購
入
と
支
.拂)

、場
所
の
•移S

C

交
通
，

)

、 

奸
藏C

倉
庫
h

)

に
依
.つ
て
遂
行
さ
れ
る.0
JIB
r
> 3. 

o
r
s
、
7
9
.
0

.
理
論
的
商
業
學
へ
の
一
試
論
 

S
I
,

 

c

九
1
'
T
r



ぞ
論
的
^
業
厚
.へ
の
一
.說
論
 

、
 

•
'
.
!«
!
•
二
 

C

九
ニ. ニ〕

其
の
他H 
]
レ
ン
.ベ
.
.ル.
•ヒS.

く
、

「

商
業
と
は
經
濟
財
に
於•け
.る
自
然
の
場
所
的
欠
如
を
產
すf

と
を
任
務
と
す
る
生
s

n
で 

あ
る
。

」
ca. 

p 

o
. 

S. 

3
0
〕

グ
ル
ン
ッ
.エ、
ル
日
く
-
:國
民
經
濟
的
意
味
に
於
て
商
業.と

は

經

濟»'
に

最

高

の

使

用
«
値
を
與
へ
.ん
.が

た

，
 

め
に
.ず
る
所
の
、：
そ
の
場
所
的
並
び
に
時
出
的
仲
介
で
あ
る
。

」
(a..a:.p 

S
.
;
1
.
)

フ
ア
；
ン«:
デ
ル
，ボ
ル
，ヒ
>-
.日
く
1
商
提
の
任
^
&

び
•に
機
能
は
財
貨
の
生
產
者
と
消
費
者
と
の
間
の
人
的
、
場
所
的
並
'队
に
時
間
的
分
離
を
克
服
す
る

こ
と
で
あ
る
o」

(a. 

a
.
o.s
k
.

)

M
に
ヒ
•ル
.シ
キ
：日
く r
商
業
と
は
人
か
ら
人
べ
の
財
貨
移
轉
の
組
織
で
あ
る
。」

?

p
o
.
_
g
.

tn
.〕

要
す
る
に
.商
業S

社
會
經
濟
的
機
能
は
、
生
產
者
と
消
費
者
と
の
場
所
的
、
時
間
的
分
離
を
克
服
じ
つ
、
、
兩
者
を
結
合
す
る
こ
と 

を
意
味
し
、
塵

現

象

は

.一
•つS
社
富
織
と
看
做
さ
れ
る
。
之
等Q

髮

關

し

て

は

、
何
れ
麗
す
る
機
會
が

I

で
あ
ら
ぅ
。

而
し
て
商
業
の
社
會
經
濟
的
機
能
を
重
要
視
す
る
場
合
で
も
、多
く
の
論
者
は
ヒ
れ
と
兆
に
租
經
濟
的
蠢
を
並
列
し
て
•前
者
を
暧 

貌
の
.商
業
、
後
者
を
義
の
商
業
と
規
定
す
る
。
讓
の
讓
は
營
利
性
を
義
と
し
た
商
人
が
營
業
と
し
て
行
ふ
も
の
を
意
味
し
、

廣
義
の
商
業
は
坐f

消
费
と
の
分
離
を
結
合
すI

茨
ふ
國
識
濟
的
機
能
を
そ
の
本
質
と
し
て認
め
る
。

か
く
て
多
く
の
遊
n
、

兩
者
の
綠
合
的
立
場
が
と
ら.れ
る
。
 

• 

、

班
に
最
近
に
於
け
る
商
業
の
.社
會
經
濟
的
機
能
に
•關
す
る
硏
究
書
を
二
三
擧
げ
て
お
か
ぅ
。
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e
l
l
a
l
,
,
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Redlich „ System der Hsdelsfunktionen，

ニ (

-w
&
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oilers 

Jahrbucb, 

J
g
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CA
6
, L)

H
i
s
o
w
s
k
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N
u
r 

Theorie u
n
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Systematik der 

ffiandelsfunktionenR
1
9
3
7
.

.
商
業
硏
究
に
對
す
る
國
民
經
濟
學
の
他
の
•.一

.つ
の
'影
響
は
、
.
.商
業
の
■社
會
經
濟
的
觀
察
よ
り
.更

に
■步
を
進
め
.て
.、
.
商
業
政
策
の
硏 

究
に
ま
で
移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
右
に
揭
げ
たH

丨
レ
ン
べ
>

上
.、
ボ
ル
ヒ
ト
、
グ
ル
ン
ツ
エ
ル
の
諸
著
書
が
之
で
あ
る
。
そ
の
他

に
も
、 

.

.
し
-:
'：
.
.
V
 

.

Helfferich „ Handelspiolitiks
1
9
0
1
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S
c
h
i
p
p
e
l
,,G

.Hundziige d
e
r

ffiandelspolitik

•
ニ
 

1902.

商
業
政
饿
の
問
題
に
關
し
て
も
侗
れ
稿
を
改
め
て
論
ず
•る
機
會
が
あ
る
と
考
へ
.る
か
ら
し
て
、
そ
の
內
容
に
立
人
つ
て
說
朋
す
る
•こ 

と
を
此
處
で
は
筲
路
す
る
。
た
C
注he

す
べ
き
こ
上
.は
、
商
業
と
關
聯
.し
て
商
業
政
策
が
取
扱
は
れ
龙
場
合

、政
策
判
斷
-C
O
栽
調
が
商 

業
の
本
質
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
そ
の
社
會
的
機
能
と
は
何
等
關
聯
な
く
與
へ
ら
れ
る
と
一K

ふ
と
と
で
あ
る
。
斯
か
る
論
理
上
の
不
統
一
は
、
 

後
述
す
る
商
業
學
の
方
法
論
的
岭
味
に
際
し
て
重
要
な
示
唆
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。

*

 

* 

*

 

. 

*

最
後
に
ナ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
商
業
學
に
付
て
觸
れ
て
お
こ
ぅ
°
ケ
メ
リ
ヵ
で
は
最
近
急
激
に
s
p
”--
?rtB*
g
の
硏
究
が
發
展
し
た
。
此

•

- 

-

の
配
給
理
論
も
ド
ィ
、ゾ
：
に
於
け
-る

商

業

學

と

同

樣

に
、
經
營
學
的
硏
究
と
.社
會
經
濟
的
硏
究
と
に
區
別
せ
ら
れ
る
。

ノ 

前
者
は
即
ち
經
營
の
賫
買
論
で
あ
つ
て
、
如
何
に
商
業
企
業
を
經
營
す
る
か
に
關
す
る
技
術
論
で
あ
る
。
即
ち
營
利
に
關
す
る
學
に 

、.

M

的
贫
業
學
へ
の
5

論 

‘

一
一
一
：

〈

九
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*
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理
論
的
商
桊
學
■>
.<?
>
一 
試
胄
”

過

ぎ

な

い

。.そ

の

代

表

的
.著
作
を
.揭
げ
，

.る
な
ら
ば‘

raw.' 

(

■*
土 
四)

w

f
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, prin

o'iples of 

l

o

l

l

.

,

1924*

I
t
e
,

 

r 

w
a
s
t
K
c 

Marketing. M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
s

 

1927. 

、

w
.

 

Jr_ Reilly, 

Marketing .Investigational 929. 

、

V. D
.

 Read, 

: Planned 
Marketing,: 

1929.

併
し
乍
ら
I

S

1
と
稱
し
I

合
、
そ
れ
は
s

g

l

l

?
つ

て

そ
Q

t

s
的
I

s

す
る
I

I

 

财
す
る
。
此
S

Q
著
作
は
殆
ん
ど
牧
擧
屢
が
な
い
。
そ
の
著
名
な
も
の
若
ト
擧
げ
る
に
止
め

1

.

R

 

H
. 

Chenngtcn, 

4
h
e

 wlements 

of Marketin

内
、1

9
2
P

 

K
-
. 

w
. 

Clark, 

: Principles 

of M
a
r
k
s
n
g
、

1922. 

w
. wr

o
w
n
,

 

: Marketing,: 

1925.

s. 

w
. 

v
&
e

 

I
 P. 

r Slagsvold, 

: Marketing Organisation,

デ1930. 

h
. 

o
. 

c
o
n
v
e
r
c
e
.

，Elements 

o
f
s
a
r
k
e
t
i
n

Jq^
1930.

尙
ほ
イ
ギ
リ
フ
に
於
て
は
商
蒙
と
し
て
論
ず
べ
き
程
の
も
の
な
く
、

s

f
 

e,of 

f

 
m

iな
る
も
の
が
あ
っ
てi
.
.多
く

は
^
£業
通
論
フ
至
商
事
要
項
程
度
の.も
の
に
過
ぎ
な
い
：0
例
へ
d: 

Stephenson, 

: Th
e

 s
n
c
i
p
k
s

 and 

Practice o
f

o
i
i§
.

.

第二節商業學

.の

方

法

論

的

反

省

■

前
節
•で
極
：

S

て
簡
單
に
-T
5
'
-
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
商
業
學
の
學
說
史
的
间
顧
に
關
す
る
素
描
を
與
へ
た
。
勿
論
そ
れ
は
單
な
る
ボ
レ
ミ 

丨
ク
と
し
て
行
つ
た
の
で
は
な
い0
從
來
商
業
學
と
.呼
ば
れ
て
ゐ
る
學
問
の
內
容
が
あ
ま
り
に
も
莫
然
と
し
た
も
の
.で
あ
り
、
そ
の
性

格
に
關
す
る
岭
味
も
亦
等
閑
に
付
さ
れ
て
ゐ
た
が
あ
り
、
.と
れ
を
整
理
し
て
商
業
學
の
あ
る
べ#
姿
を
明
白
な
ら
し
め
ん.
と
、
す

る

企

圖

'

%

•

 

*

の
卞
に
行
つ
た
の
で.あ
る
。
本
節
に
於
：て
は
、M
に
一
步
を
進
め
て
、
過
去
の
商
業
學'の
學
問
的
性
格
が
如
何
な
る
も.の
，
あ
•る
か
、 

そ
の
方
法
論
的
吟
味
を
試
み
ょ
ぅ
0 .

. 

• 

•

商
業
學
.に
あ
つ
て
は
、
商
業
學
そ
の
も
のk
的
容
す
ら
不
明
確
で
あ
り
、
そ
の
方
法
論
的
硏
究
は
殆
ん
ど
絕
無
で
あ
.
る
。
■
併

し

乍

ら 

そ
の
學
說
史
的
囘
顧
の
結
果
は
、
商
業
學
の
本
質
乃
至
は
性
格
と
し
て
、
次
の
諸
見
解
が
對
立
す
る
と
と

.を
知
り
得
た
と
考
へ
る
。

(
一
)

知
識
と
し
て
の
商
業
學 

.(

ニ
■

〕

技
術
論
と
し
て
の
商
業
學 

o
三)

規
範
科
擧
と
し
て
.の

商

業

學
.
：

■

而
し
て
筆
苕
の
企
圖
す
る
と
と
ろ
.の
も
の-I
d
、
现
論
科
學
と
し
て
の
商
業
學
の
展
開
で
あ.る
。
然
も
そ
れ
は
商
業
學
の
分
野
に
あ
つ

.て
ば
最
も
遲
滯
せ
る
も
の.で
あ
り
、
そ
の
展
開
は
斯
學
の.緊
急
事
と
考
へ̂

。
そ
の
第
一
.步
と
じ
て
，
理
論
的
商
業
學
が
從
来
に
於
け

- 

,

る
右
に
.揭
げ
た
各
揮
の
商
業
學
と
如
何
な.る
點
、で
異
各.か
を
明
：か.に
し
、
そ
.の
消
極
的
規
定
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る。

.

. 

:
ー.、
知
識
ど
し
セ
め.商
業
學
.

.
■

:
理
.論
的
：谪
業
學
へ
の
一.試

論
■

.

■

«
五

.
：r

九1.1
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p

. 
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I

商

蒙

へ

の

I

,
 

/
,
. 

典

六

X

5

C

, 

.
既
に
ヵ
メ
ラ
學
の
時
代
か
ら
顯
訖
、
f

做
度
f

の
，と
し
，て
、
商
I

關

す

る

知

識

の

難

がH
l
l
s
w
i
s
s
e
n
l
f
t
s

と

1

,
叫
は
れ
る
.
，力
、
蟊

ぎ

商

震

論

重

農

馨

が

、
'#
-
>.
み
.企
.圆
せ
^:
激
論
的
商
業
舉
か
ら
極
め
て{1C

も
の
■で
.あ
る
こ 

i

ふ
f

な
ぃ
。
.观
論
的
商
業
學
で
1

以
，

そ

盘

理
論
科
學
客
つ
て
、
，|

冬
事
實
の記
載で

..

あ
々
I

な
ら
な
.い
。 

蓋
し
1
<>
の
體
系
が
.な
け
れ
ば
'；
*
理
論
科
學
と
は
稱
'し
得
尨
い
..か
ら
で
も
る0

.
.

.

勿
論
理
論
的
商
業
學
の
建
設
に
當
つ
て
、
商
業
に
關
す
る
知
識
が
そ
の
豫
備
的
段
階
と
し
て
必
要
で

^'
る
以
，上
、
-.そ

の
W
値
を
全
部 

的
忙
|

し
去
.る
の
で
は
な
い
。
.
.
Iさ
れ
ざ
る
素
材
と
し
て
、
之
を
眺
め
.る
の
に
吝
か
.で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
I

あ
る
。
そ

の

限 

り
に
於
て
、
ヵ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
.商
業
學
說
史
上
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

W
し
鉋
X
迄

そ

れ

像
I

知
識
で
あ
つ
て
、
.之
を一.

つ
の
：I

體
系
I

紺
入
れ
る
こ
と
が
、

理
論
科
學
と
し
て
成
立
せ
し
む
べ
. 

き
.
最
も
重
要
な
過
樺
な
の
で
あ
る0 

-

.

.

、り

.

 

ベ 

■

:

:
.•
, ニ
、
技
術
論
と
し
て
の
商
業
學 

商
S

に
於
げ
る1

つ
.の
傾
向
ば
.
技
術
論
c

f
 

t
i
l
)

と
し
て
の
商
業
S

發
展
2

.

1
即
ち
商
人
乃
至
生
春
が.商
品
.. 

を
如
何
に
ず
れ
ば
ょI

ぐ
購
入
し
て
之
を#
販
賣
し
得
る
か
を
、■當
事
者
の
.立
^*
か
ら
主
觀
的
に
雲
.し
.、
そ
の
；た
め
の
手
續
方
法. 

を
技
術
的
に
硏
究
す.る
も
の
で
.

|
。
挨
言
す
れ
ば
營
利
性
を
基
礎
と
し
セ.、.商
業
の
經
營
.に
關
す
る
實
踐
的
目
的
を
實
現
す
る
に
役

• 

立
つ
べ
き
技
•術
論
と
し
て
の
商
業
學
で
あ
る
？
 

• 

.. 

V
,

 

...

ノ

：

1
ソ
=
^
,亂
末
に
31
る
ま

で
.力
.メ
.ラ
リ
•
.ス
ト
を
始
め
、.利
澗
追
求
の
學ProSt l

e
h
r
e

と
し
て
論
ぜ
ら
11
-た
も
の
は
、
何
1
も
と
て

M

せ
し
め
る
こ
と
.ガ
出
来
る
。
：lu
に
商
業
經
營
學
と
し
て
稗
現

し

た
場
合
祀
於
て

も

、

*

の
如
き
實
踐
的
目
的
を
有
す
る
限
り
、
同
じ 

流
れ
を
吸
む
も
の
と
霞
さ
れ
る
。
又
I

ア
メ
リ
ヵ
に
於
5

S

買
に
關
す
る
技
術
論
.；

漂

盛

んI

今

:

.

:

苦
々

に
せ
ん
と
す
る
商
業
學
が
理
論
的
滴
業
學
で
あ
る
限
り
、
斯
か
る
技
術
論
と
し
て
の
商
^

^
で
な
い
/

j

と
も
明
か
で
あ 

る
。
勿
論
後
述
す
；
商
1

の
規
範
科
學
的
方
问
と
樹
沘
し
た
場
合
、
そ
れ
が
.一
.っ
の
經
驗
的
方
向
で
あ
る
.と
沄
ふ
意
味
で
放
、
理
論 

的
商
業
學
と
技
術
的
商
業
學
と
は
一
致
す
る
0

切
ち
.ー.
定
の
观
德
に
載
く
價
値
慨
念
を
:»
斥
し
、
商
業
の
本
質
が
營
利
的
行
爲
で
あ
る
，
 

とr

ム
ふ
經
驗
的
雄
實
か
ら
出
發
す
る
。
龙
^'
そ
の
場
合
か
、
る
營
利
的
行
爲
と
し
て
.の
商
業
を•

主
觀
的
に
彩
察
す
る
か
、
.或
ひ
ぼ
咨
，
 

觀
的
に
省
察
す
る
か
に
故
っ
て
装
興
が
•牛
；じ
る
0
:
前
者
は
即
ち
商
業
活
.動
を
な
す
龙
め
の
.技
澉
に
關
す
る
體
系
的
な
知
識
を
構
成
す
る 

こ
と
で
あ
る
0

從
つ
て
經
驗
的
に
興
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、.
一
.つ
の
實
踐
的
目
的
か
ら
也
れ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
術
論 

で
あ
今
そ
れ
に
對
し
て
後
#

は
商
業
親
象
の
規
定
す
る
.法
則
の
認
識
で
あ
っ
て
、
掘
果
的
法
則
を
探
究
す
る
經
驗
科
學
•で
あ
る
C

斯 

か
る
點
に
技
術
論
と
し
て
.の
商
1

と
理
論
科
第
と
し
て
；.の
商
業
學
と
の
，差

異

が

見

出

さ

れ

る

.°

■■

從
っ
セ
菩
々
の
理
論
的
商
業
學
の
立
場
か
ら
.み
れ
ば
、
.技
術
論
と
し
て
の
商
業
學
は
、
商
業
の
本
質
を
營
利
に
認
め
る
點
.に
於
て
學 

ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
■と
共
に
•
そ
れ
を
當
事
者
の
.立
場
か
ら
主
觀
的
に
.み
る
.と
と
、
貪
買
の
手
續
、
方
法
を
技
術
的
に
.み
る
と
と
に
對 

し
て
之
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

、
 

併
し
乍
ら
商
業
學
は
本
來
技
術
論
と
し
て
生
誕
し
た
も
，の
で
あ
つ

て

、

そ
れ
を
理
論
科
學
に
ま
で
改
修
す
.る

こ

と
は
、
商
*
^

本
來 

の
立
場
を
沒
却
.す
る
も
の
で
あ
る
と
の
疑
問
が
迚
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ

こ

で
技
術
論
と
し
て
め
商
業
學
に
付
て

ー

倉

し

ょ

ぅ

。

现
詭
的
怖
樂
_

へ
の
.

一

試
論
- 

' 

:

、
四

七
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八)

I 

.

商
業
學
の
•技
術
論
的
硏
究
は
、
前
述
せ
る
如
く
に
カ
メ
ラ
學
よ
り
商
業
經
營
學
へ
の

.方
，向
.に

蹲

か

れ

、
，
遂

m
は1

般
經
營
學
の
內
部 

一

. 

• 

.

.

.

.

に
包
括
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て.技
術
論
と
'し
て
.の
.商
業
學
.の
問
題
は
、.經
營
學
が
.如
何
な
る
姿
に
於
て
技
術
論
で
あ
る
か
の
問

 

，

■

題
に
歸
.
す
る
。

經
營
事
は
國
民
經|

の
影
響
の
卞
に
、
そ
れ
が.
:個
の
理
論
科
學
で
あ
る
と'の
考
<
方
が
發
展
し
.た

。
、
も

れ

と
.同
時
に
‘經
營
學
の 

理
論
科
學
た
る
.性
質
金
否
定
し
て
、
そ
れ
を
偭
別
經
濟
ぬ
經
營
贮
關
す
る
技
術
論
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
場
が
あ
名
。

'

經
營
學
の
方
法 

論
硏
究
は
充
分
で
な
く
、
そ
れ
を
挪
粹
の
理
論
科
學
と
解
す
る

も

の

は
it
©
的
少
な
い
、
多
く
は
技
術
論
乃
至
政
策
論
と
し
て
考
へ 

る
。
例
べ
ば
シ
*
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
、
マ

.
1
ル
べ
ル
グ
、
レ
！
マ.ン
、
ジ
ー
ベ
ル
、
シ
JC
ン
プ
ル
ー
グ
等
。
勿
論
そ
の
間
に
論
調
の
差 

異
が
あ
る
が
、
今
之
等
に
付
て
技
術
論
と
し
て
の
經
營
學
の
吟
味
を
展
開
す
る
所
で
は
な
い
。
併
し
龙
^
次
の
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ 

ぅ
。
經
營
學
が
營
利
の.た
め
の
技
術
論
と
し
て
存
立
す
る
時
代
は
去
つ.た
。
即
‘ち
資
本
主
義
輕
濟
の
矛
盾
は
、
私
利
を
追
求
す
る
こ
と 

が
公
共
の
利
益
を
齎
す
と
云
ふ
こ
と
は
不
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
.锻
營
學
上
に
於
て
營
利
性
に
對
し
て
例
べ
ば
レ
ー
マ
ン
の
如 

- 

く
經
濟
性
、
シ
ュ
マ
ー
レ
バ
ッ
ハ
の
如
く
共
同
生
產
カ
等
を
以
て
代
置
す
る
試
み
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
廣
し
そ
の
內
容
は
極
め
て
莫
然 

た
る
も
_の
で
あ
り
、
斯.か
る
理
論
的
エ
作
に
依
っ
て->
技
術
論
と
し
.て
の
經
營
學
の
苒
建
は
疑
は
し
い
。
.寧
ろ
そ
れ
は

一

種
の
技
術
學 

(.Technologie)

と
し
て
成
立
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
。

.

そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
何
れ
に
し
て
も
技
術
學
と
し
て
の
經
營
學
が
營
利
の
術
か
ら
脫
却
し
た
場
合
、
商
業
學
の
演
ず
べ
き
役
割 

梂
掘
め
て
少
さ
い
も
め
で
漆
^

藎
し
瘸
業
游
渤
そ
，の
も
の
亦
醬
刺
を
本
質
上
し
太
も
の
で
ぶ
り
、
營
刹
輕
濟
.と

值

模

に

.
交

激

を

持

っ 

- 

. 

• 

' 

. 

.

I^
l̂
^gaw&aBggglaBaBigsaBBgwaagasggaBBBaBBBaBgaBawgiawiMBaaaBlamaHMBaaaaBBBaaBgBBBagBaagiaaaaaBaaBBBBBBBBailgaaaaillaaayillagBaBMjalMaiaMigeaaBsaBBMa

a
M
MawBggBMiiaiiaaBaadgaaatitijiiBgasaBgggBsaiî

aBF

.

,
分
野
で
あ
る
か
ら
で
あ
る。

.

.

-

•

.

.
'三
、
規
範
科
學
と
し
て
の
商
業
學.
:
.

'商
業
學
嚴
近
の
傾
问が

、

國
民
經
濟
學
の
影
響
を
受
け
て
、
商
業
に
關
す
る
社
會
經
濟
的
考
察
方
法
を
と
る

と

沄
ふ
こ
と
が
支
配
的 

と
な
っ
て
き
た
.こ
..と
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
。
從
來
の
商
業
硏
究
が
單
な
る
商
業
知
識
の
集
合
で
あ
っ
だ
り

*
商
業
技
術
論
で
あ
っ
た. 

t
と
か
ら
、
商
凜
學
を
理
論
的
體
系
と
客
觀
性
と
を
持
つ
た
經
濟
學
に
近
づ
け
る
ヒ
と
に
依
つ
て
、
こ
れ
を
學
問
的
に
改
造
也
ん
と
す 

る
傾
向
が
生
じ
た
。
 

' 

.

M
に

そ
.の

直
接
的
動
機
は
、
ブ
レ■
ン

ク

ノ

ー

、

H

1
レ
ン
べ
ル
ヒ
等
の
國
民
經
濟
學
者
の
金
儲
け
の
學
と
.し
て
の
私
經
濟
學
を
否
認 

せ
ん
と
す
名
見
解
に
對
抗
し
て
、
私
經
濟
寧
の#
立
と
：そ
の
'地
位
を
濉
保
せ
ん
と
す
る
努
力
の
一
つ
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。

か
く
1
て
商
業
に
關
す
る
技
術
や
、
制
度
の
罩
な
る.記
述
を
離
れ
て
、
商
業
の
肋#
氍
憐
的
意
義
に
目
を
问
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

ド
ィ
ッ
忙
於
け.る
一
ー
十
佌
紀
の
商
業
論
乃
至
商
業
政
策
、
.ア
メ
リ
ヵ
の
配
給
組
織
論
に
於
て
此
の
傾
向
を
見
出
し
得
る
。
そ
の
場
合
商 

業
の
社
會
經
濟
的
意
義
を.認
め
ん
と
す
る
結
规
、
商
業
の
社#
經
濟
的
機
能
を
想
宛
す
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
敗
會
經
濟 

的
機
能
は1

つ
の
㈣
値
概
念
で
あ
つ
て
、先
驗
的
な
も.の
で
あ
.る
。
：
か
k
る
理
想
を
規
範
的
關
聯
と
し
て
商
業
を
考
察
す
る
場
合
、
商
業 

.
學
は
規
範
的
科
學
と
し
て.の
性
格
が
赋
與
せ
ち
れ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
商
業
學
を
.理
論
科
學
と
し
て
確
立
せ
ん
と
す
る
試
み
と
は
、
や 

i
異
つ
.た
方
向
へ
.の
努
力
•で
あ
る
。
此
處
に
企.圖
す
•る
理
論
的
商
業
學
ば

1

つ
の
經
驗
科
學
と
し
て
の
商̂
學
.の
確
立
に
あ
る
。
從
つ
て 

廂
業
學
の
寐
礎
的
硏
究
に
際
し
て̂
者
の
是
認
す
る
唯
一
の
立
場
は.、
商
業
に
關
す
る「

浚
價
値
性」

を
樞
軸
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
理 

.

.现
I
的
商
業
.學
へ
.の
，一
試
谕 

'
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,論
.で
ぁ
.る
:;
°

’ 
.

.

_

.

•'
■. 

.

.何
故
.に
然
る
か
を
示
す
た
.め
に
，
右
の
.規
範
科
學
的
傾
向
电
持
つ
；た
商
業
學
に
對
す
る
若
干
の
批
判
を
試
み
ょ
ぅ
9 

•

/

現
象
杖
.一
其
ふ
迄
も
な
く
各
經
濟
單.位
相
5:
.の
交
易
で
ぁ
.る
0':
而
し
.て
個
.
々
，
の

經

濟

單

依

は

.

そ
.れ
>

^
獨
立
レ
て
存
往
し
、
社# 

經
濟
的
機
能
.と
一
！

f

ふ
が
如
き
共
通
の
目
的
の
下
に
經
濟
活
動
を
な
し
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
商
業
行
爲
を
な
す
經
濟
單
位
の
中 

.心
に
置
か
.る
：ベ
き
商
入
^,
へ
も
、一

つ
の
社
會
的
機
韻
を
遂
行
せ
ん.と
し
て
寶
買
を
行
つ
て
ゐ
る
の
で
、
營
利
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
の 

•で
は
な
：い
と
論
斷
す
る
の
は
明
か
に
誤
謬
で.

1
。
勿
論
最
近
新
し
き.經
濟
偷
理
が
要
請
さ
れ
、
現
實
に
於
て
赢
利
活
動
が
修
：止
さ 

:

れ

つ

、

扣

名

。

併

し

乍

ら

個

，
々

の

經

濟

單

位

の

經

濟

活

動

が

、

修

JE
さ
れ
た
と
ば
^
へ
營
、利
性
に
莪
調
が
置
か
れ
て.ゐ
る
こ
.と
に
變
り 

は

な

.^
然
る
限
り
そ
れ
を
否
定
す
る
の.は
事
實
5:
-
歪
曲
し
.て
.解
釋
す
る
と
と
に
外
な
ら
な
い0

現
實
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
に
は
、商
業
を
ば
そ
の
固
有
の
、精
神
と
固
有
の
•問
題
と
を
通
じ
て
考
察
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

。
事

實

 

商
業
現
象
が
、
商
人
の
營
利
活
動
で̂.
.つ
て
み
れ
ば
、
そ.の
具
體
的
な
把
握
は
、
と
の
營
利
性
を
離
れ
て
は
充
分
に
な
し
と
げ
ら
れ
な

v>
o 

.
术
の
如
き
論
難
に
堪
ぇ
る
たW
に
、
多
く
の
場
合
次
.の
如
き
.綜
合
的
立
場
が
と
ら
れ
る
。
商
業
論
の
對
象
と
す
べ
き
商
業
に
.廣
狹
ニ 

つ
.の
意
義
が
I

。
商
.人
を
始
め
營
利
活
動
と
し

K

の
寶
買
行
爲
は
狹
義.の
商
業
で
.ぁ
り
、
そ
れ
等
が
集
め
ら
れ
た
場
合
そ
と•に

財

貨
. 

の
配
輪
と
し
て
の
商
業
現
象
が
發
生
す
る
、
こ
れ
を
廣
義
の
商
業
と
看
做
す

O 

.

.

.

力
、
る
^
合
^

^

#は
極
め
て
暖
昧
な
も
の
で
ぁ
り
、
こ
れ
を
嚴
濟
に
吟
.味
す
る
な
ら
ば
、
相
互
.に
矛
盾
す
る
主
張
を
同
時
に
承
認 

し
て
ゐ
る
と
一
！̂ふ
欠
陷
弈
易
に
を
見
川
し
得
る
。

犮
の
如
く
商
業
を
ニ
樣
に
解
す
る
こ
七
は
、
如
何
に
し
て
可
能
な
の
か
、
多
く
の
場
合
商
業
に
對
す
る
ニ
つ
の
觀
方
を
持
つ
と
•云
ふ 

こ
と
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
國
民
經
濟
的
觀
點
と
私
經
濟
的
觀
點
と
ょ
り

i

を
考
瘵
す
る
の
で
あ
る
。
廣
義
の
場
合
は
商
業
を 

國
坊
經
濟
的
憤
植
と
關
係
せ
し.め
て
考
察
す
る
こ
，と
を
意
味
し
、
.狭
義
の
場
合
は
商
業
を
個
別
經
濟
の
主
體
の
利
密
の
立
場
か
ら
營
利 

に
關
係
せ
し
め
て
考
察
す
る
。
然
る
服
り
と
れ
等
の
立
摄
は
本
來
政
策
論
ル
至
は
技
術
論
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も

.の
で
あ
る
。
國
民 

經
濟
的
觀
點
は
經
濟
的
價
値
を
高
め
る
べ
く
財
貨
を
配
給
す
る
と
.云4

一
 

定Q

理
想
を
蹩
し
、
私
經
濟
的
觀
點
菝
益
の
增
加
と
云 

ふ
.

®的
！！：

的
を
措
定
す
る
。
從
つ
て
技
術
論
乃
茧
政
策
論
と
.し
て
•も
兩
者
は
各
々
獨
立
し
た
別
個
の
體
系
を
持
つ
も
の
で
.あ
る
。
そ 

の
場
合
雨
者
を
併
用
す
る
と
き
、
そ
の
目
的
が
相
刺
す
る
と
妄
ふ
困
難
が
想
定
さ

.れ
る
。

.
勿

論

多

ぐ

の

場

合

政

策

，
論

と

•

か
技
術
論
と
か
の
意
味
で
は
な
く
、
.認
識
對
現
實
.の
經
驗
對
象
か
ら
科
學
に
と
つ
て
.本
質
的
な
も
の
を 

採
擇
し
て
認
識
對
象
を
規
定
する
と
こ
'
ろ

の

選

擇

原

理

た

る
意
味
に
於
て
行
はれ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
價
値
判
斷
で
は
な
く0 {
傲
へ

t

.の
關
係
ず
，け
：.で.：あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
兩
者
の
並
立
は
正
し
く
な
い
。
個
々
の
商
業
を
營
利
現
象
と
み
、
そ
れ
が
綜
合
さ
れ
た
場
合
に 

社
會
的
機
能
釔
搌
す
と
沄
ム.の
ば
妥
當
で
は
な
い0
,何
故
な
れ
ば
個
々
の
商
業
が
營
利
現
象
で.あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
綜
合
も
亦
營
利
現 

;象
と
.
し

て

考

察

さ

.
る

べ

き

で

あ

.

る
か
ら
、
營
利
現
象
を
單
に
私
經
濟
に
の
み
特
徵
的
な
現
象
で
あ
る
と
看
做
し
、
社
會
經
濟
的
觀
察
の 

:
:下
セ
は
之
ぞ
捨
象
す
る
の
は.正
當
で
恕
い
0
. 

;

.

.

.

.

.

.

.

M-
A
.CO
,如
ぐ
吾
々
"は
所
謂
綜
合
的
立
場
に
於
け
る
欠
陷
を
知
り
得
る
-の
：.で
あ
る
。.か
\
;る
綜
合
的
龙
場
の
生.じ
た
理
由
は
、
自
然
法

.，
•-の
‘豫
定
調
和
^

の
影
響
ヤ
あ
る
。
' 商
業
活
動
，

そ
.：

の
も
.の」

は
.私
的
營
利
をIE

的
と
し
.た
^

の
で
あ
る
が
、
觅
え
.ざ
る
手
に
翦
か
れ
て
、
給 

.现
输
，
的
商
.蕖

學

へ

の

，
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的
商
讓
學
.へ.•の
二
試
發 

五

二
 

三

二

〕
來
と
し
て
は
社
會
的̂-
觀
能
を
果
す
と
ー
友
ふ
思
想
を
背
景
に
し
て
ゐ
る
0 

.

.
か
i
る
前
提
が
約
束
さ
れ
な
い今

日
に

於
て
.は
、

饰
々

っ
赞 

利
的
活
動
は
.必
し
も
社
會
的
機
能
と

.し
て
の
.役
割
を
演
じ
る
と
•は
限
ら&-
い
。
.從
つ
て
社
會
的
機
能
を
問
題
と
し
、
そ
の
方
法
%
^
觀 

點
に
立
つ
と
す
る
な
らば

.、

.前
述
せる

規
範
科
學
と
し
て
成
立
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
‘營
利
性
を
基
礎
に
す
る
商
業
を對
象
と
す
る
こ
と 

は
止
揚
さ
れ
故
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.V而
し
.て
吾
々
の
企
圖
ナ
る
理
論
的
商
業
學
が
、
か
、
る
商
業
の
營
利
性
を
否
定
し
た
規
範
科
學
か
ら
遠
い
も
の
で
あ
る
と
と
は
前
述 

せ
，る
•如
く
で
あ
る
。 

；

.

.

.四
、
理
論
科
學
と
.し
.て
の
.商
業
學
.

以
上
の
如
ぐ
、
吾
’々
•
が
學
說
史
上
持
つ
て
ゐ
る
商
業
^
-
は
、
單
な
る
知
識
と
し
て
の
商
業
學
、
.技
術
論
と
し
て
の
商
業
學
、
或
ひ
は 

規
範
科
擧
と
し
て
の
‘商
業
學
、
そ
の
何
れ
か
に
過
ぎ
な
い
。
理
論
科
學
と
し
て
の
商
業
學
へ
の
試
み
は
未
だ
殆
ん
ど
絕
無
で
あ
る
。
從 

來
の
凡
ゆ
る
商
業
學
を
批
判
す
る
と
と
に
依
つ
て
、
新
た
な
る
理
論
的
商
業
學
を
樹
立
す
る
こ
と
が
、
吾
々
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ 

み
と
考
へ
る
。

然
ら
ば
次
に
理
論
的
商
業
學
の
內
容
は
如
何
と
云
ふ
問
題
に
移
る
の
で
あ
.る
が
、
そ
の
積
極
的
展
開
は
11
に
稿
を
改
め
て
行
ふ
積
り 

.，.で
あ
る
。
本

稿

は

そ

の

た

め

の

準

備

的

な

覺

書

に

過

ぎ

な

い

■■
°

、

股

蓄

投

資

-
の

均

等

說

を

め
ぐ

.

ろ

論

爭
 

■ 

千

.
種
.

義

人

一
、
•域
質
的
貯
蒂
投
資
と
貨
幣
的
吃
菩
投
資

U
、

退藏と貯觜投資の關係ン

 

.

三
、
事
前cex.ante

及
び
•寒
後r

e
x
.
p
o
s

の
考
察

四
、
分
析
乎
段
と
し
て
の
貯
蓄
投
資
關
係
'

•
 

„
 

•

序
：

ケ
ィ
ン
ズ
气
一
般
理
論」

に
お
ぃ
て
貯
蓄
投
資
の
均
等
說
を
發
表
す
石
や
、
之
を
め
ぐ
つ
て
幾
多
9 -
馨
が
圃
は
さ
れ
た
。
筆
者
は 

さ
き
に
ケ
ィ
ン
ズ
の
均
等
說
を
紹
介
し
、
之
を
彼
の「

貨
幣
論」

、
ホ
ウ
ト
レ
ィ(

H
a
w
t
j
r
e
y
y

 

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン(R

o
b
e
r
t
s
d
n
Y

ア
モ
ン 

(

>
日
0
目)

等
の
諸
方
法
と
» .
比
丄
て
檢
討
し
た
の
で
ぁ
る
が(

註)

、

ま
だ
均
等
說
に
關
し
て
考
察
し
衣
け
れ
ば
な
ら
ぬ
# ,

く

の

論

爭

と

 

問
題
•を
淺
し
て
ゐ
た
。
.從
つ
て
本
論
に
お
い
て
は
、
..

1

に
論
及
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
と
れ
等
諸
論
學
と
陳
題
I

波
は
ぅ

と

 

思
ふ
。§

拙
稿「

貯
莕
役
資
の
均
狰
說
.に
つ
ぃ
て」 (

本
誌
第
三
十
四
卷
第
三
號)

貯
氯
投
資
の
均
等
耽
を
め
ぐ
*

?
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